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皆様からのご報告 
お待ちしています！ 

RCM 事務局より

 11 月に入り、河川工事が各地で行われはじめたことを皆さんお気づきでしょうか？ 出水期（６～１０月）が過ぎ、河川氾濫の危険性が低い

非出水期（１１～５月）に入ったためです。河川内での工事は一部工種を除き、非出水期に本格的工事が行えるよう工程を組んでいます。工事

についてもお気づきの点がありましたらご報告お願いします。 RCM 事務局 松本

一部内容を省略させていただいています。 
ご了承ください。 

※頂いた情報は個別に対応・所内情報共有させていただいています。 

相模川分科会 宮崎様 
 相模川河畔茅ヶ崎側にある、萩園下水道放流口の吐出池ゴミ堆積が、この時期繁茂した葦草が枯れた間に充積して大汚
物池の出現となり、惨憺たる有様です。 
また周囲の草原にも放置ゴミ（廃車、家電品、廃自転車・・・）のこともあり、これら相模川の茅ヶ崎市側河畔地の環境保全管理
体制について、改めての対策やご審議にご配慮を念願しての、ご報告と致します。 

【ご報告ありがとうございました。管理者に対応を要請しています。】 

平成３０年１１月１０日（土）多摩川改修 100 年プロジェクトのエクスカーションツアー【第２弾】として、砂利鉄道をメインとした
バスツアーを実施しました。 
 現在は、廃線となってしまった府中市内の下河原線広場公園に集合して、講師とともに多摩川の砂利採取の歴史等にふれる
ことができました。 
 また、府中市郷土の森博物館では、学芸員による多摩川の砂利採取による鉄道網の発展が府中市の発展に寄与した等の説
明を受け、その後、二ヶ領宿河原堰を見学し、最後に、二ヶ領せせらぎ館で意見交換会を実施しました。 
 参加者は、砂利の歴史について熱心にメモをとられていました。また、鉄道に詳しい方も参加されてとても好評でした。 
 【第３弾】は河川巡視船による船上ツアーを１月頃に実施する予定です。 

日 時 ： 平成３０年１１月１０日（土） １３：００～1６：３０ 
場 所 ： 府中市内 下河原線広場公園、府中市郷土の森博物館、 
       二ヶ領宿河原堰、ニケ領せせらぎ館 
内 容 ： バスツアーと意見交換会（二ヶ領せせらぎ館） 
参加者 ： １４名（スタッフ含まず） 

多摩川改修１００年 エクスカーションツアー 
『多摩川の改修と砂利鉄道の歴史を辿るバスツアー』を開催しました！ 

講師による解説（下河原線公園） 学芸員による解説（博物館） 二ヶ領宿河原堰 見学 意見交換会


